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6：50

7：00

8：30

9：03

10：10

起床

朝食

出発 ホテルを出発 午前中試合です。
試合会場へまたまた今日もバスで移動！！

今日のバスは連結（2連）してない普通の大きさ・・・これに35
人前後乗るのは、ちょっと心苦しい・・・そっくり我々が支配し
てしまうから、おまけに選手たちの疲れもピークに達し、バスの
中でも座席の獲得に誰もが必死だ！！
お年寄りが来たら席を譲りなさい！と伝えているが、みんな寝て
しまって、気がつかない（狸寝入りの選手もいたが・・・）
まずは、俺に席を譲れよ！！って話だろう！！なぁみんな！

試合会場のBaumbergに到着

バス停に着いた時、中村の怪我の様子を確認！ 痛々しいけど、軽い擦り傷で住んで良かっ
た！ 一歩間違えば・・・やはり油断は許されない気を付けないと！！
バス停で、昨日の一部始終を、あらためて話を聞き、みんなに注意を促した！！

今日も出発が早いので7時前という時間で集合。
なかなかゆっくりできる時間がない中で、選手
たち・・・頑張っています！！
でもふたり遅刻！！ 腕立ての餌食に！！

中村の怪我後の顔写真
痛々しい！！
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11：00 キックオフ

fortuna98 Japan vs SR BaumbergU-17

3 3
2 － 0
1 － 3

【GOAL】 11min 宮川
23min 宮川
66min 武井

【GOAL】68min、
74min、
76min

【1st】

西尾 大久保

島 宮川 梶原

野中 福井
（吉岡）

中村 山中 望月恭

平野

【2nd】

橋本 小池

福田 広瀬 川向
（澪） （原田）

須貝 寺田

奥山 加賀谷 芦沢

平野

【戦評】チームとして前線からプレッシャーをかけ、ボールを積極的に奪いに行こう確認し、
プレーしたが、皆で連動しながら守備をすることがで、ボールを奪ってからの攻撃で点をと
ることができた。２点をとってから、プレーの雑なところも出てきて、攻撃も守備もバラン
スが悪くなり、結果的に３－０から３失点をしてしまうというう脆さも出てしまった。
ゲームのリズムをきちんと選手一人ひとりが感じて、プレーをしていくことも重要なことだ
ということを感じてくれたら良いなーと思う。
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13：15

14：00

試合状況

試合後、今日はブンデスリーグの観戦のため移動です。またまた電車で移動。

Leverkuzen中央駅からスタジアムまで、歩いて移動！！

Leverkuzenへ向かう電車の中にはサポータ－がいっぱい！！
積極的にコミュニケーションをとる選手たち！！ ドイツ人を前に、進んで話しかける選手た
ちも多くなってきました。 遠巻きに見ている私の顔もほころびます。

Baumbergのサッカー場から15分歩くと駅があった。ここからLeverkuzen駅まで約30分の電車の旅

スタジアムに向かう間は、地元サ
ポーターでいっぱいのビールバーが
あっちこっちにあり、ビールいっぱ
い引っ掛けてテンションを上げてい
た。いいね！この雰囲気！！



Time contents

14：20

14：50

レバークーゼンの『Bayer Arena』に到着 サッカー専用スタジアム、やはりすごい！！

スタジアムに入場

スタジアムにつき、周辺の雰囲気を味わうと、今度はFUNショップにはいった。みんな、世界
的にも有名なクラブということもあり、みんなが何らかのおみやげを購入したみたいです。

買い物終了後、ファンショップの前でも座る
選手たち！！もう場所も何も関係ないですね

選手たちはボディチェックを受け、厳重な荷物
チェックを受け、スタジアム内へ。
みんなドイツのサッカー戦勝スタジアムに圧倒
された！！
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15：30 ブンデスリーグ1部 Leverkuzen04 vs Borussia Moenchengladbach がキックオフ！

いよいよ選手入場、
スタンドも準備万端

審判団もきちんとW-UP、さすが！

スタジアム内で昼食。

ソーセージとパンの定番
これがまた美味しい！！

座っている席も砂かぶり的
な場所！！ 選手の息づか
いが聞こえた！！

Woher Kommt ihr ??
(どこから来たの？？）

えっなんだって！！？？

セレモニー エス
コートキッズと共に

キックオフ

コーナキックの攻防
迫力十分！！

TOR！ 得点だ！
１－０ で先制した
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19：00 夕食 Hildenのレストランまで帰ってきた

試合はレバークーゼンが勝った！！ ホームチーム
があったことでスタジアムの盛り上がりは最高潮！
自然とｆの選手たちもテンションが上がった。試合
後もなかなかスタジアムの中から退場しようとせず、
いつまでも雰囲気を味わっていた。

食事後、本日が仕事の関係で
最後となるユルゲンさんにお
礼の挨拶をした。今日のレ
バークーゼンとの試合もあん
な席で見れたのも彼のおかげ
です。きちんとお礼をしてお
別れをしました。俺はまた来
年ですが・・・
ユルゲンさん、本当にありが
とうございました。



今日の日記 選手より・・・

KAJIHARA Ikuya 【梶原 維久也】

ドイツ遠征6日目の朝、疲れもあり集合時間の10分前に目が覚めた！
ホテルの外へ出て集合場所に行くとみんなぐったり、眠そうだった！
今日はバスを２回乗り換えて移動し、試合会場へと向かった。とても綺
麗なグラウンドでびっくりした。
アップを終えて、試合に入ると、ドイツ人の身長の大きさと体の強さを
体感した・・・が、もうこれまで試合で戦う中で、ドイツ人の体つきに
も慣れてきて、ちょっと戦えるようになってきた。結果は後半３点を決
められ、３－３の引き分けだった。
試合のあとすぐ、電車でレバ－クーゼンに移動し、ブンデスリーグを観
戦した。レバークーゼンのスタジアム、その大きさ、サポーターの盛り
上がりは、日本のスタジアムとはちょっと・・いや数倍ちがって、迫力
十分だった。
試合が始まり、スタジアムの完成が最高潮に達した時は、鳥肌が立っ
た！
試合の中では、プレーの質の高さ、コンビネーションなど、全てがすご
かった。試合はあっという間に終わり、夕食をヒルデンのレストランで
食べた。食事後、ユルゲンさんに感謝の気持ちを込めて挨拶を交わした。
この遠征を通して、ドイツの文化や、環境が少しづつわかってきた。残
りの時間をもっと学んで成長していきたい。

OKUYAMA Ryusei 【奥山 隆成】

６日目の朝、疲れがたまっていたこともあり、集合時間に間に合わず遅れ
てしまった。チームに迷惑をかけてしまった。チームのためにも、しっか
り行動できるようにしていきたい。
朝食は、パンがメイン料理でベーコンやソーセージ、ヨーグルトなどでと
ても美味しい食べ物ばかりで僕にとっては最高でした。
朝食後、部屋に戻り、試合の支度をしてバスで移動しグラウンドに着いた。
とても設備が整っているグラウンドですごいと感じた。
試合相手は体が大きく、ものすごく強く、日本の選手とはエベルが違いま
した。結果は３－３、勝てる試合を落としそうになりました。３点を先生
したところで気が緩み油断だらけで・・・３失点・・・最悪でした。
試合後、電車に乗ってブンデスリーグを観戦するためレバークーゼンに向
かった。１部リーグのレバークーゼン対ボルシア・メンヘングラッドバッ
ハの対戦を観ました。とても激しい試合で、サポーターもものすごい歓声
でした。選手がプレーしているピッチから観客席までがとても近くて、迫
力を感じることができ、小瀬のスタジアムでは感じられない楽しさがあり
ました。結果はレバークーゼンが勝ち、とても良い試合を見れて良かった
です。
夕食はヒルデンのレストランで食べました。その中でとてもお世話になっ
たユルゲンさんにお別れの挨拶をし、ホテルへバスで戻りました。
あと２日間、もっともっと楽しみたいです。


